
今月の聖句

繋がりあう力を培い、
新たな活動を共に創り出す

2026 年度活動目標

グローバルスクールの 15 年グローバルスクールの 15 年
　2011 年に外国ルーツの子どもたちのための日本

語教室「がり勉クラブ」がスタートして 15 年が経ち

ました。2019 年に名称を「グローバルスクール（Ｇ

Ｓ）」と変更し、クラスも拡大しました。今も小学校

高学年から高校生まで、たくさんの子どもたちが勉強

しています。名古屋ＹＷＣＡの日本語教師養成講座出

身で、ボランティアスタッフとして関わっている先生

方にお話を聞きました。

神がお造りになったものは
すべて良いものであり、
感謝して受けるならば、

何一つ捨てるものはないからです。
（テモテへの手紙Ⅰ　4 章 4 節）

新聞委員会：最初は養成講座のスタッフと修了生の上

村桂恵子さん（初代コーディネーター）が手さぐりで始

めたと聞いています。みなさんがいつから関わられた

か教えてください。

石川年子さん：始まって 2 年目の（2012 年）夏休

みクラスから参加しました。少人数だったので、教室

ひと部屋でやっていました。最初に担当した子がイス

ラム教徒で、ラマダンのことなどカルチャーショック

を受けました。

山田由美子さん：養成講座を受講しながら（2015

年度）参加しました。若いころ名古屋ＹＷＣＡの英語

クラスで勉強しました。

堀田朋樹さん：養成講座受講中の 2018 年度から参

加しました。次の年くらいに数学クラスを作ってほし

いといわ

れて始め

ました。

神谷優子さん：養成講座を修了したあと、2021 年

度から参加しました。ちょうどコロナの時期で養成講

座の半分はオンラインでした。ＧＳでは数学クラスも

担当しています。

新聞：初めの頃とはクラス編成も変わりましたか。

堀田：母国で中学を出て来日した生徒のための高校準

備クラスや高校生のクラスもできました。

山田：受験生も増えたので、入試対策クラスを作った

り、ニーズに合わせて変化しています。

新聞：数学のクラスについて教えてください。

堀田：どうして数学クラスを？と思いましたが、教え

ているうちにニーズが多いことがわかりました。みん

なに教えたいけれど、今は週 1 回、数学が苦手な高

校受験生を対象に授業形式でやっています。

新聞：数学の教科書を作られたんですよね。

堀田：外国ルーツの子どものための数学の教科書はど

こにもなかったので、それまでに使った教材をまと

めて作りました。（和合ロータリークラブのサポートを得て

2022 年に作成）

神谷：私は最初のご苦労されたところを知らないので

すが、数学は初めから授業形式ですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２面につづく）

外国ルーツの子どもたちのための日本語教室

石川年子さん　　　山田由美子さん

堀田朋樹さん　　　　　　神谷優子さん

堀田さんが作った数学の教科書
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寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

10 月　名古屋ＹＷＣＡ全体へ
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください



　青少年部会の「沖縄スタディツアー」は、沖縄の戦跡をめぐった

り、基地の現状を知ったりといった中で、現地の方々から様々なお

話をしていただき、平和について考えるツアーとなっています。

　今回は、そんな中で感じた想いを共有しようと、ワークショップ

を開催しました。誰もがよく知っている「昔話・桃太郎」を題材

に、自分自身が桃太郎だったら鬼に対してどんな対応をするかを考

え、グループでコンセンサスを取る話し合いを持ちました。その上

で、ＡＩが作成した鬼の物語「鬼ヶ島が環境劣化のため、生きるた

めには桃太郎が住む村から食べ物などを強奪せざるを得なかったこ

と、桃太郎が一方的に攻め立ててきて恐ろしかったこと、『正義とは、

悪者を倒すことなのか』という問いかけなど」を読んでいただき、

改めて「じゃあどうする？」と話し合いました。「平和」とはどう

いうことなのか、「平和をつくる」とはどんな視点が必要か、ヨハン・

ガルトゥングの平和学を基に考えていきました。

　当日は高校生 7 名、一般 4 名、計 11 名の参加があり、熱心に

取り組んでいただけました。青少年部会では、今後も沖縄から学ん

だ多くの視点を基に、様々な形で発信し続けていきたいと考えてい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　（青少年部会　増井さとみ）

（1 面からのつづき）

堀田：授業形式で、その都度パワーポイントや配布資

料を準備していました。基礎的な数学を教えているの

で、養成講座の修了生で数学が嫌いじゃない方はぜひ

先生をやっていただきたい。

新聞：数学の苦手な子は出身国の状況によっても違い

ますか。

石川：中学でも出身国によって教育レベルが違います

し、数学が苦手な国、英語が苦手な国…いろいろあり

ます。経済格差によっても違いますね。

新聞：そういう、いろいろな子たちが集まってくるの

がＧＳなので、教えるほうも工夫が必要ですね。

堀田：ＧＳは、ほとんどマンツーマンで教えるので、

質の高い丁寧なサポートができています。

山田：でも、小中学生クラスは入れなくて待っている

子がたくさんいます。先生が足りないですね。

石川：先生をやりたくても、教科を教えることにハー

ドルが高いと言われます。

神谷：最近は高校で教科を教えたことのあるスタッフ

も増えてきましたね。

堀田：ニーズに応えて変わってきています。

神谷：私は日本語を教える以外のスキルはないのです

が、勉強の仕方を一緒に考えるようにしています。そ

れだけでも違うと思うので、ハードルが高いと考えず

に入ってこられたらいいと思っています。

堀田：前のコーディネーターが辞めた後、次の人が決

まらなくて困った時に山田さんが引き受けてくれたか

ら、今につながっていると思います。（山田さんは２代

目コーディネーター）

山田：いえいえ、たいへんだったけれど、堀田さんが

いてくださったからやれたと思っています。

堀田：今のコーディネーターたちもよくやっています。

新聞：ＧＳの子どもたちにメッセージをお願いします。

石川：中学より高校に入ってからイキイキとしている

子を多く見ています。中学時代をうまくのりこえて、

まわり道をしてでもがんばってほしいですね。

山田：過去の自分と比べた時、少しでも成長できたと

思える日々を過ごしてほしい。努力は必要ですよ。

堀田：日本語ゼロ、数学ゼロの状態で自信をなくして

いる子が多い。サポートしていくので、自信を失わな

いでやってほしい。

神谷：ＧＳに来たら、先生と何でも安心して話してほ

しい。なにも心配することのない場所です。受け止め

る用意があります。

石川：自分も勉強になるし、若い子たちのエネルギー

をもらって元気になるので、楽しんで来ています。

神谷：私も同じです。

新聞：文化の違いを学びとり、工夫をしながらすすめ

てきたＧＳはこれからも変化していくと思いますが、

みなさまのお力があってこそ。これからもよろしくお

願いします。

グローバルスクールの 15 年グローバルスクールの 15 年

愛知サマーセミナー（通称「サマセミ」）は、

1988 年に愛知県で始まった市民参加型

セミナーで、「誰でも先生になれる」「誰で

も生徒になれる」を特徴としています。
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新聞委員の石垣裕子さん（中央）

７月 19日（日）会場：同朋高校

第 37回
愛知サマーセミナー報告



　某ドラマで、タブレットばかり見ている生徒から匿名で評価され

る「G（グレート）T（ティーチャー）」は、令和の学校のリアルかも？

　「先生って大変なんだよね？」と言われることが増えました。職

員室で、子どもたちのこと、授業のこと、自分自身のことを、思っ

たようには語れない。なぜなら先生は、先生らしく“正解”を答え

るものだから。先生自身もそんな枠に縛られています。

　そんな緊張の毎日にいる先生たちが、ふっと肩の力を抜いて自分

の言葉で自分の思いを語れる場所をつくりたい。先生が「先生のめ

がね」を外し、自分の好きな「にじいろのめがね」にかけ直す、一

人の人間として安心して呼吸できる居場所づくり、そう思って始

まった活動です。

　毎回最初の 30 分はゲスト先生の「お裾分けトーク」、みんなの

得意や工夫を共有します。月末の金曜日、今月も頑張った先生たち

が自分を大切にできる時間を過ごす。それだけできっと、世界も学

校もたくさんの彩りにあふれてくる、そんな気がしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹内佐和子）

　

一
九
六
〇
年
、
旧
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
会
館
を
西
区
の
名
塚
町
に
移
築
し

て
、
働
く
若
い
女
性
の
た
め
の
宿
舎

「
労
働
セ
ン
タ
ー
」
を
始
め
ま
し
た
。

二
階
建
て
に
七
室
、
定
員
十
四
名
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
長
崎
の
五
島
ま
で
、
地
方
か
ら

集
ま
っ
た
働
く
若
い
女
性
が
生
活
し

ま
し
た
。
活
動
を
閉
じ
た
一
九
七
〇

年
ま
で
の
十
年
間
で
百
三
十
四
人
を

受
け
入
れ
、
家
庭
的
な
温
か
い
共
同
生
活
と
、
共
に
生
き
る
交
わ
り
と
学
び
の
中
か

ら
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
労
働
セ
ン
タ
ー
」
Ｏ
Ｇ
の
グ
ル
ー
プ
が
「
み
ず
の
わ
」
で
す
。
当
時
、
労

働
セ
ン
タ
ー
で
英
語
を
教
え
て
い
た
大
崎
先
生
が
「
み
ず
の
わ
」
の
名
付
け
親
で
し

た
。

　

こ
の
度
、
一
九
六
七
年
の
機
関
紙
に
大
崎
先
生
の
「
み
ず
の
わ
」
の
詩
を
見
つ
け

ま
し
た
。
こ
れ
に
曲
を
つ
け
て
歌
え
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ａ
Ｉ
で
作
曲

で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
と
し
て
完
成
し
ま

し
た
。
来
年
二
月
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
歌
の
会
ラ
ル

ゴ
」
に
歌
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
練
習
中
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
　
　
　

（
広
報
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
委
員
会
）

名古屋ＹＷＣＡオリジナルソング

石を投げた人があった　そこに輪が出来た

輪はひろがっていった

進んで輪の中へ　入った人があった

いつのまにか　入った人もあった

輪は大きくなった

みんな語った　歌った　歩いた　考えた

よろこびにみたされた輪の中で

石を投げた人があった　そこに輪が出来た

私もいつか　石を投げる人となりたい

みずのわ　　詩：ミスター大崎

プログラム活動チーム

グループを始める前の 1 年をお試し期間として

活動するための制度
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労働センター（1960 年）

みんなで出勤

名古屋ＹＷＣＡのキャラクター「きふっち」の LINE スタンプ販売中！

http://line.me/S/sticker/1288156　または「Kifuchie」で検索してください。

せんせーのにじいろめがね
プログラム活動チーム紹介

いろいろな話題で盛り上がります

※毎月１回、金曜日の夕方に開催しています。



　　

　コリントの信徒への手紙一 13 章は「愛の賛歌」

とも言われます。「愛」はギリシャ語では「ἡ ἀ γά
π（アガペー）」です。本田哲郎神父はこの言葉を「人

を大切にする」と訳しています。

　「人を大切にする」という言葉に思い出がありま

す。1987 年 6 月の事でした。私はその頃重度の

障がいを持つ娘とどんな生活をしたらいいのか困っ

ていました。愛光園の広瀬治代先生が、「ラルシュ・

ホームの創設者が来るから神戸で行われるリトリー

トに行きましょう」と誘ってくれました。娘と一緒

に参加したリトリートが私の人生の転換点になりま

した。リトリートの通訳者が澤田和夫神父でした。

見事な通訳をし物腰も柔らかく、私たち親子に親切

にしてくれました。不思議な人だと思い、帰宅して

澤田和夫とは何者かと調べました。カトリック司祭

で、神学者で、山谷で日雇い労働をしながら、労働

者と聖書を読んでいる人だと分かりました。澤田神

父の本を手に入れ、読んでみました。その中にこん

な一節がありました。「みなさん、共同生活は難し

いですね。でも目の前の人を大切にしましょう。自

分がその人を好きだからとかではなく、神様がその

人を大切に思ってくださっているのですから、私た

ちも互いに大切にし合いましょう」

　「大切にする」とは、自分とは違う生き方であっ

ても、相手の考え方、生き方を尊重する、というこ

とではないでしょうか。そのことも、自我の強い私

たちには難しいことですが、愛するというと好き嫌

いが先に出てしまいます。「大切にする、尊重する」

は冷静で意志的だと思います。

　イエスの死後、弟子たちは、イエスが自分たちの

在り方を忍耐し、尊重し続けてくださったことに気

づいて立ち上がりました。私たちもこのことを忘れ

ないで歩んで行きたいと思います。

キリスト教基盤部会主催キリスト教基盤部会主催

ＹＷＣＡ－ＹＭＣＡ合同祈祷週

11 月 21 日（土）10:00 ～ 11:30

・合同祈祷週テーマ（仮訳）

　このような時にあって、招かれること

場所：名古屋ＹＷＣＡ（オンラインあり）

オンラインでの参加をご希望の方は

事前にお申し込みください（担当：吉澤）

052-961-7707　　yyy@nagoya-ywca.or.jp

礼拝：澤村雅史（名古屋学院大学　教授）

礼拝：安達 正樹牧師

　　　（名古屋新生教会）

場所：名古屋ＹＷＣＡ

　　　ビッグスペース

12 月 12日（土）

クリスマスをともにクリスマスをともに

※詳細は未定

クッキー＆ケーキクッキー＆ケーキ
販売します販売します
予約  承ります

広報ファンドレイジング委員会＊おいしいね部

通信販売  承ります　

「それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。」
コリントの信徒への手紙一 13 章 13 節

「あなたは大切なひとり」

リーダーシップとは影響力であり、　

　　　　すべての人にそれが備わっている
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◯聖書に聞く
島しづ子（日本基督教団うふざと伝道所牧師）
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名
鉄
「
黒
笹
駅
」
か
ら
北
西
へ
、
「
み
ど
り
の
小
径
」

を
通
っ
て
徒
歩
約
八
分
で
南
山
教
会
に
到
着
し
ま
す
。

「
愛
知
牧
場
」
の
敷
地
内
と
い
う
ス
テ
キ
な
環
境
の
中

に
あ
る
こ
の
教
会
は
、
こ
の
地
を
開
墾
し
、
愛
知
牧
場

を
始
め
た
尾
関
誠
一
氏
が
、
一
九
四
七
年
に
金
城
教
会

の
樋と

い

だ田
豊
治
牧
師
を
迎
え
、
家
族
と
関
係
者
の
た
め
に

作
っ
た
「
農
村
開
拓
伝
道
所
」
が
出
発
で
、
来
年
八
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
尾
関
氏

の
妻
シ
ヅ
さ
ん
、
樋
田
牧
師

の
妻
ケ
イ
さ
ん
は
共
に
創
立

時
か
ら
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
を

支
え
ら
れ
た
方
で
、
私
た
ち

に
縁

ゆ
か
り

の
あ
る
場
所
で
す
。

　

こ
の
四
月
に
牧
師
に
就
任

し
た
川
上

侑
た
す
く

牧
師
と
川
上

野
ゆ
り
牧
師
は
、
牛
や
羊
の

鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
季
節
の

花
々
が
咲
き
、
夏
に
は
花
火

が
上
が
る
…
、
そ
ん
な
教
会
の
毎
日
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

日
曜
日
の
主
日
礼
拝
に
は
、
市
境
と
い
う
立
地

も
あ
り
、
日
進
市
、
み
よ
し
市
、
東
郷
町
、
豊

田
市
、
長
久
手
市
な
ど
か
ら
出
席
者
が
集
い
ま

す
。
そ
し
て
近
隣
の
「
シ
ル
バ
ー
ホ
ー
ム
ま
き

ば
」か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

月
一
回
、
野
ゆ
り
牧
師
が
代
務
と
し
て
説
教
奉
仕
を
さ
れ
て
い
る

「
名
古
屋
東
教
会
」
（
名
東
区
）
を
会
場
に
、
毎
回
六
～
七
曲
の
讃

美
歌
を
歌
う
「
音
楽
礼
拝
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
の
趣
味
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
侑
牧
師
は
ド
イ
ツ

の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
集
め
て

（
ド
イ
ツ
は
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大

国
だ
そ
う
で
す
）
み
ん
な
で

遊
ぶ
こ
と
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
が
教
会
に
来
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
野
ゆ
り
牧
師
は
編

川上侑牧師と川上野ゆり牧師

物
で
、
平
和
を
祈
り
な
が
ら
編
み
進
め
、
友
人
と
見
せ
合
っ
て
楽

し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

土
日
な
ど
の
休
日
は
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
牧
場
を
訪
れ
、
賑
わ

い
ま
す
。
お
二
人
の
願
い
は
、
牧
場
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
も
っ
と

教
会
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
た
め
の
仕
掛
け
を

考
え
中
で
す
。

　

牧
場
の
小
高
い
丘
の
上

に
大
き
い
十
字
架
が
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
創
設

者
の
尾
関
誠
一
氏
が
祈
り

の
場
と
し
て
作
っ
た
場
所

で
、
現
在
は
隣
り
に
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
超
教
派
の
納
骨

堂
を
建
て
、
南
山
教
会
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

丘
の
斜
面
に
は
つ
つ
じ
が
植
え
ら
れ
、
春
に
は
見
事
に
咲
き
ほ

こ
り
、
牧
場
の
花
畑
と
共
に
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
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理事長　井手 　宏

医療法人財団 愛泉会

愛知国際病院  院長 太田信吉
診療科：外科・消化器科　内科　整形外科

　　　　皮膚科　胃腸科　リハビリテーション

　　　　循環器科　リウマチ科

　　　　肛門科　神経内科

老人保健施設　愛泉館
施設長　井手　宏

〒470-0111　愛知県日進市米野木南山 987-31

愛知国際病院　0561-73-7721

ホスピス　0561-73-3191

訪問看護ステーション　えまい　0561-73-8154

老人保健施設　愛泉館　0561-74-1711

有料老人ホーム　カナン　0561-74-8260

日進市東部地域包括支援センター　0561-74-1300

指定居宅介護支援事業所愛泉館　0561-74-1341

教会に   おじゃましま～す⑩ 日本キリスト教団 南
みなみやま

山 教会
日進市米野木町南山 983-16

                   （愛知牧場内）

愛知牧場の敷地内にある南山教会

　2006 年に整備された近道
　　　　　　「みどりの小径」→

野ゆり牧師が編んだベスト

「
十
字
ケ
丘
復
活
苑
」



　

女
性
は
、
優
し
く
穏
や
か
で
気
配
り
上
手
、
そ
し

て
誰
も
が
母
性
豊
か
。

　

社
会
は
長
年
に
わ
た
り
女
性
に
こ
う
し
た
価
値
観

を
押
し
付
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
歪
ん
だ
価
値

観
は
女
性
に
過
剰
な
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
あ

る
。

　

今
年
の
８
月
、
商
業
施
設
の
ト
イ
レ
で
十
六
歳
の

女
性
が
出
産
し
、
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
殺
そ
う
と
し
た

と
い
う
疑
い
で
後
に
逮
捕
さ
れ
た
。
子
ど
も
の
命
が

失
わ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
だ
が
、
果
た

し
て
こ
の
重
大
な
出
来
事
の
責
任
を
一
人
の
女
性
、

し
か
も
未
成
年
の
少
女
に
だ
け
負
わ
せ
て
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。
想
像
し
て
み
て
ほ
し
い
。
予
期
せ
ぬ
妊
娠

へ
の
不
安
と
恐
怖
の
中
、
た
っ
た
一
人
で
出
産
す
る

こ
と
が
ど
ん
な
に
苦
し
く
恐
ろ
し
か
っ
た
か
。
少
女

自
身
が
命
を
落
と
す
危
険
も
十
分
に
あ
っ
た
ろ
う
。

女
性
に
は
母
性
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
す
ぐ
に
子
ど

も
の
ケ
ア
が
で
き
る
、
と
い
う
の
は
社
会
が
作
っ
た

幻
想
だ
。
私
た
ち
が
こ
の
少
女
に
対
し
す
べ
き
こ
と

は
逮
捕
や
「
安
易
に
妊
娠
し
て
勝
手
に
産
み
捨
て
た
」

「
母
性
の
欠
如
」
な
ど
と
責
め
立
て
る
事
で
は
な
く
、

保
護
し
て
手
厚
く
ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

女
性
が
孤
立
出
産
の
末
、
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
起

こ
る
度
、
い
つ
も
思
う
こ
と
が
あ
る
。
妊
娠
は
一
人

で
す
る
も
の
で
は
な
い
。
必
ず
そ
の
原
因
を
作
っ
た

男
性
が
い
る
は
ず
だ
。
が
、
そ
の
相
手
が
逮
捕
さ
れ

る
こ
と
も
メ
デ
ィ
ア
が
男
性
の
責
任
を
追
及
す
る
こ

と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
責
め
ら
れ
る
の
は
妊
娠
、
出

産
し
た
女
性
ば
か
り
。
こ
れ
は
よ
く
考
え
れ
ば
非
常

に
お
か
し
な
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
女
性
に
責
任
を
押

し
付
け
る
歪
ん
だ
社
会
構
造
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鈴
木
尚
子
）

　約 30 年にわたり名古屋ＹＷＣＡで様々なクラスや

講座を担当されたマイケル・クルーズ先生の英国帰国

に伴い、7 月２５日に最後の英語サロンを開催しまし

た。

　約７年ぶりの英語サロンということもあり、長年の

受講生から久しぶりにお目にかかる方まで、会場での

対面参加と録画視聴を合わせて約 50 名の方にご参加

いただきました。

　講演内容は、先生が生まれてから来日するまでの歩

みや日本での 39 年間を振り返りながら、文学作品の

テーマへとつなげていく、壮大でまさに人生の集大成

というべきメッセージでした。

　『The Road Less Travelled』はアメリカの詩人

ロバート・フロストの詩『The Road Not Taken』

の一節に由来します。この詩は「人が通らない道（困

難な道）を選んで人生が豊かになった」と解釈されが

ちですが、先生は「どちらの道も大差はなく、自分を

特別視しがちな人間の性
さが

を皮肉った作品である」と説

明されました。

　先生自身もまさに「人が通らない道」を選んできた

一人。しかし、自分の人生は特別で、人の行かない道

を進んできたのだと思っていても、実のところ他の人

たちとそう変わらなかったと気づいたそうです。大

切なのは自分中心になることではなく、他者に目を向

マイケル・クルーズ先生 最後の英語サロン

『The Road Less Travelled』

「
女
性
に
だ
け
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

も
う
や
め
に
し
よ
う
」

け、他者のために何ができるかを考えること。「Pay 

attention to the others」と何度も力強く語る先生

の姿が、強く心に残るお話でした。

　機知に富んだ語り口と朗読に、会場全体が引き込ま

れ、温かな拍手喝采で講演が締めくくられました。そ

の後のフェアウェルパーティーでは、講演への質疑応

答と花束やメッセージカードの贈呈を行い、感謝の気

持ちに満ちたひとときとなりました。

　長年にわたり豊かな学びと笑顔を届けてくださった

マイケル先生に心より感謝いたします。
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語学・教育部

全身でメッセージを伝えるマイケル先生

寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

11 月　パープルサポート
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください



サマーフェスティバルで発表されたスピーチを紹介します。
（原文のまま）

　高校最後の年になったので、今日は 2020 年から今

までの自分と、その中で感じたことについて話したいと

思います。

　2020 年の自分に今の自分のことを話しても、たぶ

ん信じてもらえないと思います。2020 年 3 月、私は

フィリピンで小学校を卒業する予定でした。でも、コロ

ナの影響で卒業式がなくなりました。その代わりに、先

生たちが家まで来てくれて、玄関で卒業証書を渡してく

れました。その後、2022 年までほとんどオンライン

授業でした。最初は「家から出なくていいし、楽じゃん」

と思っていました。でも、友達にも会えなくなって、だ

んだん何もしていないことが不安になりました。そして

2022 年、日本に引っ越してきました。

　ここから、またゼロからのスタートでした。学年をや

り直して、日本語もほとんどわかりませんでした。先生

の話がわからなかったり、友達との会話についていけな

かったりして、「自分だけ浮いているな」と感じること

もありました。でも、中 3 になって高校受験のために

勉強しているうちに、少しずつ日本語がわかるようにな

りました。前はわからなかったことがわかるようになる。

それがすごく嬉しかったです。

　今、大学に進学するためにフィリピンに戻る準備をし

ています。振り返ってみると、日本に来たことで、知ら

ない環境に入って、失敗して、それでも頑張る経験がで

きました。だから今は、「自分は遅れていた」のではなく、

　日本へ来て、さいしょに

食べたデザートはシューク

リームです。チョコレート

シュークリームがいちばん

好きです。シューの上にチョ

コレートもあるし、クリームもはいっているし、カリ

カリでおいしいです。アメリカであまり食べません。

　家のちかくにビアードパパがありますから、日本へ

来たときは一週間に三回チョコレートシュークリーム

を買いました。いいおきゃくさまですから、ポイント

カードをもらいました。でも三か月あとで、ビアード

チョコレートだけが好きです

J1　リンジー（アメリカ）

パパでチョコレートシュークリームがなくなっていた

ので、びっくりしました。どうしてチョコレートがあ

りませんか。とてもかなしかったです。そして、今ビ

アードパパへあまり行きません。

　デザートでチョコレートシュークリームがいちばん

好きです。いろいろなおかしを食べようと思っている

んですが、なかなか食べられません。にんしんしてい

るとき、あたらしいりょうりを食べることがあまりで

きません。でも、二月から四月までは買えますから、

来年の二月がたのしみです。みなさん、二月にぜひビ

アードパパへ食べに行ってください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原文のまま）

グローバルスクール
外国にルーツを持つ子どもと家族の支援

「サマーフェスティバル 2026」
8月 26 日（火）参加４９名

「自分は自分の道を進んでいた」と思っています。

　これからまた新しい環境での生活が始まるので、正直、

不安もあります。でも、今までいろいろなことを乗り越

えてきたので、これからもなんとかなるんじゃないかな

と思っています。もしこれから、自分だけ遅れているよ

うに感じることがあっても、焦らなくていいと思います。

遠回りしても、それは無駄じゃない。これからも自分の

ペースで進んでいきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S. ロレン）
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日本語学校

日本語教師養成講座



寄付のお願い 名古屋ＹＷＣＡの活動は、みなさまのご寄付と会員の働きで支えられています。
みなさまのあたたかいご支援を心よりお願いいたします。

@nagoyaywca @nagoya_ywca nagoyaywca

郵便局の払込用紙をご利用ください。

振込み手数料はご負担ください。

口座番号：00820-0-47814　　

加入者名：公益財団法人名古屋ＹＷＣＡ

※通信欄に「○○へ寄付」と寄付先を

　ご記入ください。

※機関紙などにお名前を公表します。

　匿名を希望される方は「匿名」と

　お書き添えください。

郵便振替

クレジットカード決済
名古屋ＹＷＣＡホームページ

「寄付のページ」、またはＱＲ

コードからおすすみください。

名古屋ＹＷＣＡビル２階の受付で

お手続きください。

物品の寄付も受付けています。

詳細はお問い合わせください。

２階受付窓口 会員になって
いっしょに活動

しましょう

ＹＷＣＡでは、理念である「平和で人

権が尊ばれる社会の実現」のため、

会員が自主的に運営、

活動を実施して

います。

詳細はお問い合わせ

ください。

昔々の名古屋ＹＷＣ

Ａ機関紙からいろい

ろ拾って載せていま

す。のぞいてみてく

ださい。

n o t e . c o m / n a -

goyaywca_koho

（広報ファンド

レイジング委員会）

２階ロビー販売

 第２、４火曜 

11:00 ～ 13:30

MO － YA － CO 

焼き菓子、シュー

クリームなど

変更の場合があります

【
七
月
】〈
報
告
〉
①
二
〇
二
五
年
度
決
算
に
関
す
る

修
正
申
告　

②
二
〇
二
六
年
度
定
時
評
議
員
会　

③

二
〇
二
六
年
度
四
～
六
月
事
業　

④
二
〇
二
六
年
度

四
～
六
月
会
計　

⑤
運
営
委
員
会　

⑥
人
事
委
員
会

⑦
登
録
実
践
研
修
機
関
・
登
録
日
本
語
教
育
養
成
機

関
申
請
進
捗
状
況　

⑧
二
〇
二
五
年
度
電
子
申
請
完

了

〈
協
議
〉
①
日
本
語
学
校
学
則
変
更　

②
金
融
機
関
と
の
取

引
見
直
し　

③
新
規
事
業
評
価
の
実
施　

④
サ
ポ
ー
ト
校

（N
YAIC

）
の
学
費　

⑤
鹿
島
建
物
総
合
管
理
㈱
と
の
管
理

契
約

【
八
月
】〈
報
告
〉
①
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

②
理
事
会　

③
キ
リ
ス
ト
教
基
盤
部
会　

④
青
少
年
部
会　

⑤
「
戦

争
体
験
の
継
承
を
考
え
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会　

⑥
グ
ル
ー
プ
・
チ
ー
ム　

⑦
会
員
状
況

〈
協
議
〉
①
報
告
書　

②
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
活
動
の

未
来
図
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

　

　

米
国
在
住
中
に
信
仰
生
活
に
触

れ
、
受
洗
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
十
四
年
間
の
滞
在
を
経
て
日
本

に
帰
国
し
、
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

長
く
暮
ら
し
、
教
会
共
同
体
に

支
え
ら
れ
て
い
て
も
、
文
化
や
言

葉
、
考
え
方
の
違
い
か
ら
、
自
分

は
外
国
人
な
の
だ
と
い
う
思
い
が

心
の
ど
こ
か
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
帰

国
後
は
リ
バ
ー
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

（
※
）

を
経
験
し
、
自
分
は
何
者
な
の
か
と
自

問
自
答
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
日

本
で
暮
ら
す
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
同
じ
よ

う
な
経
験
を
す
る
そ
う
で
す
。

　

そ
う
し
た
経
験
か
ら
、
人
は
何
に
よ
っ

て
居
場
所
を
見
い
だ
す
の
だ
ろ
う
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
で
は
、
世
界
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
毎
日

の
聖
書
朗
読
の
箇
所
は
同
じ
で
す
。
ど
こ

に
い
て
も
、
ど
ん
な
言
葉
を
話
し
て
も
、

あ
り
の
ま
ま
の
私
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て

く
れ
る
場
所
。
そ
れ
が
、
私
に
と
っ
て
の

教
会
な
の
で
す
。

（
サ
ポ
ー
ト
校
専
任
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
エ
イ
ツ
八
千
代
）

◉
賛
助
会
費
◉
イ
ワ
ジ
ン
真
珠
㈲
、
落
合
建
仁
、

三
輪
税
理
士
事
務
所 

三
輪
敏
明
、
井
上
摩
耶
子
、

鹿
島
建
物
総
合
管
理
㈱
、
匿
名
二
名

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　
（
以
下
、
敬
称
略
）

◉
一
般
寄
付
◉
三
輪
税
理
士
事
務
所 

三
輪
敏
明
、

匿
名
二
名　

◉
指
定
寄
付
◉

＊
熊
本
地
震
救
援
・
復
興
支
援
募
金
…
磯
村
美
保
子
、

横
澤
生
子
、
古
橋
み
ち
る
、
山
田
由
美
子
、
堀
尾
純
子
、

近
藤
眞
由
美
、
脇
田
純
子
、
六
車
絵
梨
子
、
西
田
文
乃
、

吉
澤
道
子

＊
サ
ポ
ー
ト
校
特
別
学
習
支
援
金
…
岩
田
え
り
子
、

伊
藤
嘉
奈
子

＊
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
…
加
藤
佐
紀
子
、小
池
康
資
、

谷
川
い
づ
み

＊
ス
ー
プ
キ
ッ
チ
ン
へ
…
後
藤
聡
子
、
匿
名
一
名

（
物
品
）M

O
-YA-CO

＊
パ
ー
プ
ル
サ
ポ
ー
ト
へ
…
岩
田
玲
子
、
近
藤
八
津
子
、

井
上
摩
耶
子
、
長
尾
頼
子
、
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館

イベントなどの内容が変更になる場合があります

発行責任者　加藤佐紀子　　編集責任者　下方夕子

偶数月１日発行

1 部 50 円・定期購読１年 900 円／送料込み

振替　00820 - 0 - 47814
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※
海
外
生
活
後
、
慣
れ
親
し
ん
だ
母
国
に
帰
国
し

た
際
に
感
じ
る
心
理
的
違
和
感
や
適
応
の
困
難

2027・2028 年度

候補者推薦のお願い
運営委員長（会長）、副委員長（副会長）運営委員

機関紙 10、11 月号に同封の推薦用紙に記入のうえ、
名古屋ＹＷＣＡ２階の「推薦受付箱」に入れてください。
担当職員宛への郵送、Ｅメールでも受付けます。
10 月 31 日（土）締切（ＦＡＸ不可）
みなさんの推薦をもとに、３月の全体集会で信任投票
の結果を発表します。
担当職員：西田（nishida@nagoya-ywca.or.jp）
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